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平成1年 臨床心理士資格認定（資格認定初
年度）。平成4年 大阪市中央児童相談所 嘱
託カウンセラー…平成9年まで。平成6年 
谷町こどもセンターカウンセラー。平成8年 
大阪市スクールカウンセラー 

平成11年 大阪府教育センターカウンセラー。平成12年 相
愛大学非常勤講師。平成13年 養護施設「子供の家」嘱託心
理職員。 
論文等： 
『梢の事例』（「来談者中心療法」 ミネルヴァ書房　2003年） 
『ロジャーズの三条件を満たすということ』-「体験から学ぶ心
理療法の本質」（創元社 ２００２年） 
『不登校中学２年女子の母親面接』－「臨床心理士のスクール
カウンセリング２」（誠信書房 １９９８年） 
『知恵遅れの子どもへの心理療法』－「発達とカウンセリング」
（ミネルヴァ書房　１９９４年）・・・他 
「子どものこころ百科」[単元分担]（創元社 ２００２年） 
「カウンセリング辞典」[単元分担]（ミネルヴァ書房 １９９９年） 

◆「平成」という時代 
　今、平成２１年ですから平成生まれの方の最高年齢は、
２１歳ということになります。しかし、私が関係して
いる養護施設では、平成生まれのお母さんが子どもを
預けているケースがあります。当該養護施設では、２
歳から入所可能ですので、若くして１６歳・１７歳で出
産したような場合は親も子どもも平成生まれというこ
ととなります。また保育園などに講演に行った際にも
赤ちゃんを抱いた平成生まれの若いお母さんも見受け
ます。 
　私が関わってきた昭和生まれの子どもたちと平成生
まれの子どもたちとでは、色々な面で状況が変化して
きており、そのことを私も実感しております。 
　平成という時代の特徴を臨床心理士という視点から、
即ち、現実に色々な問題や症状を抱えた方と接してい
る臨床心理士という仕事柄からいいますと、平成とい
う時代は「二極化した時代」という風に感じておりま
す。具体例を挙げますと、いろんな本の題名にもなっ
ています。「上流社会・下流社会」とか、「非常に上
昇志向の強い人とニート・ワーキングプアと呼ばれる
状態の人」や「勝ち組・負け組」という風な言い方を
した場合とかのように、非常に二極化したような状態
になっているように思います。そして、相談に来られ

る方を見ていますと、大人も子ども含めて、自分は「負
け組」だという思いを持ってられる方が多いと思いま
す。 
　また価値観が多様化した社会とよくいわれています
が、そのいろんな価値観の中で、中心となっているの
が「お金」だというのも平成の特徴です。即ち、「お
金さえあれば…」、「お金儲けのためなら何をしても
いい…」というような風潮が世間にまん延していた時
期がありました。ホリエモンに代表されるようにお金
儲けのためなら、何をしてもいいのだという印象を子
どもたちに強く与えています。今ひきこもっている子
どもたちの四分の一程度は家にいたままでも金儲けは
できる。パソコンさえあればと思っています。軍資金
さえあれば株を運用し、金儲けをすることを狙ってい
る子どもたちもいます。 
　昔ありましたように、何でも「損得勘定」を判断基
準にする考え方、即ちこれは得やからする。これは損
やからしないというような考え方、現実の中学・高校
生の人間関係でも見受けられます。あいつと付き合う
と得やから、また逆にあいつと居ると損やからという
感覚で、友達関係が動くような時代になってきていま
す。もちろんあいつのこういうとこが好きやから、あ
いつとは気が合うからというような感覚から友達関係
を持つ場合もありますが、前者のような場合もあるの
です。昭和の懐かしい「清貧」という言葉は死語となっ
てしまったのかと思う程に、ブランド物を着飾った高
校生もよく見受けます。このような時代に今の子ども
たちは生きているのです。また家庭を振り返っても、
「何でも買ってあげましょう！」、「全てやってあげ
ましょう！」というような過保護の家庭と「何もしな
い！」、「おしめも替えない・食べ物も与えない！」
というネグレクト（育児放棄）の家庭とが併存してい
ます。平成の時代はまさしくこのような時代なのです。 
　私が育った昭和の時代はある意味では良かったかも
分かりません。何故なら、昭和の時代は、日本の経済
は右方上がりでした。頑張れば何とかなる。頑張って
勉強すれば、頑張って働けばそれなりの成果を得られ
ると、疑いもなくみんなが認識し得た時代でした。現
在はどうでしょう。世界の経済も、日本の経済も右方 
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上がりの状態でなく、不透明な時代です。頑張ったか
らといっても、そのことが必ず将来を保証するという
安定感を子どもに与える時代ではないのです。また、
頑張っていたお父さんが、リストラに遭うということ
を目の当たりにする時代なのです。昔の努力が報われ
た時代はある意味では夢が持てて、幸せだったかも分
かりません。他方、現在の子どもたちは、夢を持てな
い、即ち、自分でどんなに頑張っても何が起こるか分
からないと認識し、希望や夢を持つことをそれほど真
剣に思わなくなっているのです。このことは多くの中
学生・高校生が思っています。 
　現在、お笑いブームといわれ、若い人もお笑いの好
きな方は沢山おられます。特にお笑いのフリートーク
的な番組を見ますと、「速い反応」を求められていま
す。話をフラれたら、すぐギャグを交えて即答する。
この様に対応できることが、良しとされ、格好良いと
されています。すぐに反応できなかった場合、「どん
くさい」、「何やってんねん」等の叱責が飛んできま
す。しかし、そのときに深く考えることが、本当に悪
いことなんでしょうか。その番組的なテンポはくずれ
てしまいますが、フラれた内容によっては、グッと考
えて答えることは、あながち悪いことばかりではない
と思います。（中略） 
　今の感覚からは、「無駄だ」、「時間の浪費だ」と
考えられている中にも色々学べる事柄があるというこ
とも事実なのです。このことを見逃しがちな、速く、
速くという風潮が平成の時代はひときわきわだってい
ます。このような風潮の時代の中で、基本的な「人間
関係」が薄くなってきています。それは親子間、隣近
所、いろんな関係に於いて人間関係の付き合い方が変
わってきています。 
　小学校等で講演させていただいたとき思うのですが、
最近言われています、「モンスターペアレント」（学
校に対して自己中心的で理不尽な要求を繰り返す保護
者を意味する和製英語です。当然のことながら、常識
の範囲を逸脱しない要求を行う保護者は含まれません）
が実際に居られます。すごい方が……　講演の後の質
問の時間に、そんなことを学校に言ってくる保護者が
いるのかと疑いたくなるような方が居られます。 
　昔は「お互い様」という意識が有り、物事の判断に
おいても情勢を深く感知し、決定する余裕・ゆとりが
有りました。（中略） 
 
◆見える部分・見えない部分 
　－「行動・症状」と「こころの動き」 
　今の子どもたちは、色々述べました前記の平成の時
代に生きているのです。本日のテーマである「不登校・
ひきこもり」は状態を表しています。不登校は学校に
行かない状態を言い、ひきこもりは家から出ない、或
いは部屋から出ない状態を言っています。ですから、

他の「神経症」や「統合失調症」という診断名とは別
の括りになります。「不登校・ひきこもり」はあくま
でも状態を言っているので、同じ「不登校・ひきこも
り」と言っても色々中身が違っています。従って、家
の子どもは不登校と、一つの範疇（カテゴリー）にまと
めてしまうと、色々の違いがあるので、まとめきれな
いのです。 
　１番目の類型として、例えば、保護者の方は「家の
子どもは何もしないのです」とよく言われますが、「何
もしていないのですか」と問いただすと、大概は親が
望むような学校に行くとか、勉強をするというように、
何か自分自身にブラスになること、別の言い方をすれ
ば、「生産的活動」をしていないという意味で、何も
しないと言っているのです。逆に当該本人に言わせれ
ばしている気持ちになっているのです。インターネッ
トで買い物をしたり、ゲームをしたり……　 
　しかし、親からみれば、プラスになることをしてい
ないと言う意味で何もしていないと言っているのです。
この言い方の中に既に、保護者の方の不安が感じられ
ると思います。この不安が曲者なのです。世間ではよ
く不登校について、「長い人生の中の１年や２年、そ
んなに問題にしなくても…」というようなことをよく
聞きますが、このことは何等、不安の解消にはなって
いないのです。即ち、不登校が、本当に１年か、２年
で終わるなら解消になるかも分かりませんが、いつ終
わるか分からないということが、不安なのです。いつ
終わるか分からない中で、１日を過ごすことは非常に
辛いことです。 
　次に２番目の類型として、もう少し何もしていない
タイプ、インターネットもゲームもしていない状態の
不登校・ひきこもりの子どももいます。一日中家の中
に居ますし、ぼんやりとして過ごします。また１日中
寝ているという子どももいます。そして、このような
状態に加えて、時折暴力をふるうことが加わってきた
ときに、一緒に暮らす家族にとって、耐えにくくなっ
てきます。特に兄弟が居られるケースの場合、より深
刻になります。 
　３番目の類型として、当該子どもにとって、独特の
何かこだわりがあって、動けないという子どもも出て
きます。手洗い用の石鹸を一つ全部使い終わるまで、
その子の手洗いは終了しない…… 
　４番目の類型として、何時もブツブツ文句を言う。
色々なこと、例えば、世の中全般、お父さん、お母さ
ん等に関してブツブツ文句を言うのです。 
　大体このような状態の子どもに類型化できます。そ
して、全体的な特徴を挙げれば、生きていくうえで、
最小限（会話等も）のことしかしない子どもも多いで
す。これは男女を問いません。男の子の場合、昼間は
ひきこもって、夜出かける子どももいます。もちろん
女の子もいますが……私は基本的には心理相談室で働 
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いていますので、昼間ひきこもっている子どもに会う
ことが多いですが、鑑別所・少年院で子どもと会う臨
床心理士の方にとっては、子どもたちの入所前の不登
校の実態は昼間繁華街を徘徊するタイプで、およそひ
きこもりなどは想定されません。 
　このように、ひきこもり・不登校といっても色々な
「行動・症状」があり、これらのタイプに応じて、「心
の状態」があります。 
　心の状態の類型化として、第１に「ウツの状態」と
いわれる状態にある子ども。特徴としては、①疲れた、
疲れたというような感覚、②自分自身が何事において
も悪いというような感覚（自己嫌悪）や何とかせねば、
でもどうしたらいいか分からない･･･という状態があ
ります。これが昔から言われている不登校の子に該当
します。即ち、ウツタイプの子の不登校です。また対
処法としては「何も言わずにほっときなさい」でした。 
　第２は「未熟な」状態です。社会性が未熟、即ち人
とのコミュニケーション（意思疎通）がへた。具体的に
は自分のことを相手に伝えにくいし、また逆に相手の
ことも分からないのです。そして、精神的な未熟（自
分をコントロールすることが未塾）な状態も該当しま
す。別の言い方をすれば、多少のことは我慢するとい
うような感覚が弱いのです。これらのことの原因の一
つとして、「少子化」による対人関係の訓練不足など
が挙げられます。この訓練不足を解消しようとする試
みが、学校不適応による不登校に対処するフリースクー
ルです。第３は精神的疾患の場合です。一過性である
ウツの状態ではなく、ウツ病、統合失調症などの病気
の状態です。このように３つの状態に分類することが
できます。 
 
◆ 周りができること・本人がすること 
　周りができる大事な姿勢は「見守る」ということで
す。見守るというと何もしなくて、ほっておくという
イメージを持たれる方がいますが、「見守る」という
ことは、字のとおり、見て守るということです。色々
な心配を持ちながらも、じっと待ってやるというよう
な感じ…　例えば、赤ちゃんがヨチヨチ歩きはじめた
ときに親がその赤ちゃんを見ている際の感覚です。思
春期の子どもを見守る感じをお伝えするのに、私の知
人の沖縄の方の話をさせていただきます。少年の頃、

不発弾の事故で目を負傷し大学３回生のときについに
失明されます。相当に落ち込まれたのは想像に難くな
いでしょう。自分を慰める気持ちもあって、杖をつい
て歩けるようになってからは時々浜辺に出かけて、海
の音や潮の香りの中に自分の身を置き、海によって自
分が癒されていたと言います。その彼の後を、お父さ
んかお母さんのどちらかがずっと後をついていかれて
いたそうです。当時の彼はそんなことは全く知りませ
ん。気づくはずもありません。彼がこの事実を知った
のは、大人になって自立したとき、兄弟から聞かされ
たのです。親御さんにしたら（自殺するのではないか）
との心配からの行動です。自分達の不安にかられて「海
に行くな」とは言わずに、その行動を止めずに、彼の
様子を「見守って」おられたのです。何も言わずに。
恩にも着せずに。この場合、「子どもの後をつけるこ
と＝見守り」と安易に考えないでください。親の不安
から子どもの行動を止めてしまわないことの大切さを

お伝えしたいのです。余計な手を出さず見ていること
が守りになります。何もしていないのではありません。
親として自分の不安に耐えているのです。難しいこと
です、実際は。 
　本人には、悩んでもらうことが必要です。悩んで困
りながらもこれからどうするかを考えていく･･･それ
が本人のすることです。実際に子どもは悩んでいます。
ゲームをしながら、寝たり起きたりしながら、お笑い
番組に大笑いしながら、その一方で悩んでいることは
多いのです。行動だけでは分かりません。分からなく
なったら、友人でも親でも誰かに相談することです。
相談できることは変化できることでもあります。 
　それから、原因にあまり執着しないということです。
初期の段階では原因を取り除くことによって解決する
のですが、事態が進んでいったときには、原因を除い
ても解決しなくなります。要は犯人探しをしてもしょ
うがない。今後どのように対処するのかが、問題解決
のうえで、一番適切かということを考えなければなり
ません。 
　カウンセラーは親、本人と一緒にこの状態から何を
していくのが、一番いいのかを考えているのです。 
※個人情報への配慮として、具体的な対応について、
講演では事例を挙げての説明でしたが、紙面に掲載
することはご遠慮させていただきました。 
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西宮カウンセリング研究会は昭和４０（１９６５）年に中央公民館で開かれた、
カウンセリング基本講座で勉強した者が学習したことをお役に立てた
いと思って生まれた会です。カウンセリングとは、「困ったとき」「悩
んでいるとき」（自分自身・家族・子供・職場・近隣などで）その人
のお話し相手となり、ご一緒に考えることです。カウンセリングを受
けるとその人の中にある考えが整理出来、解決や決断を見つけられる
一助となります。身体の病気でも予防や早期発見・早期治療の叫ばれ
ている今日「こんなつまらないこと」などとためらわずお出かけになっ
てみませんか？ 

とき ところ 連絡受付者電話番号 

第１、３、４月曜 
１３：００～１６：００ 

火曜 
１３：００～１５：００ 

火曜 
１３：００～１６：００ 

プレラ西宮内　中央公民館４Ｆ 
（西宮高松町４－８） 

社会福祉会館４Ｆ 
（西宮津門川２－２８） 

甲東公民館２Ｆ　第二集会室 
（西宮市上甲東園２－１１－６０） 

八木　さゆり 
０７９８－７２－８４５６ 

中村　紀子 
０７９８－３３－６６４０ 

出口　啓子 
０７９８－５３－７４２２ 

当会の活動のうち 「悩みの相談」 に関しては 
☆費用：無料。ご相談に関しては秘密を厳守いたします。 
☆利用方法：下記へお電話、又は直接おいでください。 
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　「家族だよ　全員集合！」をテーマに家族の絆フォトコンテスト

を開催しました。平成２０年７月２２日～９月１９日まで作品を募集し、

６１名の方から８２作品のご応募をいただきました。　 

　審査の結果、入賞されました５作品をご紹介いたします。 

　ほのぼのした家族の写真を見ながら、大切な家族のことを思い出

したり、家族の絆を感じたりしていただけましたら幸いです。 

　また、家族の絆フォトコンテスト受賞作品展を下記日程で行いま

すので、ぜひ会場でもご覧ください。 

◆日時：平成２１年３月１７日（火）～２２日（日）  

　　　　１０時～１７時（最終日は１５時まで） 

　場所：市民ギャラリー（西宮市川添町１５－２６） 

　　　　「ユネスコ世界児童画展」会場で併設展示します。 

＊受賞作品は、西宮市ホームページ（http://www.nishi.or.jp/）でもご

紹介しています。 

お
宮
参
り 

待望の男子誕生。親子５人でお宮参りに行きま
した。ポーズをとる長女もカメラに向かって一
瞬走り寄ってきました。（２００８．３．２０　護国神社） 

休日の夕暮れ 
休日の夕暮れに家族で夕日を見
ました。お父さんは毎日帰宅が
遅いので日曜日だけが全員集合
の日なのです！ 
（２００８．９．７ 伊丹スカイパーク） 

入選 
川で川の字 
「あ～きもちぃ～」料理好きの
お父さんがこの間にみんなのご
はんを作ってくれています。あ
ー幸せ！！　（２００８．８．１１ 兵庫県
朝来市魚ヶ滝荘キャンプ場） 

入選 

今年も元気で会えました 
一年に１回お盆にみんなで集ま
ります。年々増えるのが楽しみ
です。 
（２００８．８．１５ 矢上小学校分校） 

入選 
明日に向かって 
娘夫婦と孫娘、健康で誠実に育
って貰いたいとの願いを込めて
撮影しました。 
（２００７．９．１７ 有馬富士公園） 

入選 

日　時：４月２９日（祝） １０：００～１５：３０ 
会　場：西宮市民会館・大会議室（阪神西宮駅・東出口すぐ） 
☆弦楽アンサンブルコンサート Ｇ線上のアリア 他 
☆科学実験 ロケットで遊ぼう！  爆発の実験（どっか～ん）他 
☆おもちゃづくり 回転式ポリロケット 紙グライダー べっこう飴 他 
参加費：無料（おもちゃづくりは一人５００円） 
対象者：小学生以上の親子（祖父母）・子育て支援関係者 
　　　　先着 ２００名 
申込み：父親サポート関西 
　　　　ＦＡＸ ０７９８-６４-６４５０　ＴＥＬ ０８０-５３０９-５２０８ 

　春号は西井 恵子先生に「不登校・
ひきこもり」という演題でご講演い
ただいた内容を掲載させていただき
ました。子どもを「見守る」という
ことがどのようなものなのか、ヒン
トになりませんでしたか…… 
　私の編集はこの春号で最終となり
ます。夏号からは新しい担当者が編
集させていただきます。  　　（Ｍ生） 


